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最上　多美子
鳥取大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻

　「鳥取臨床心理研究」第13巻を発刊することができましたことに，皆様に感謝申し上げます。平素から
鳥取大学大学院医学系研究科臨床心理相談センターをご支援いただいている研究科長をはじめ，学内外
の関係者の皆様，教職員の皆様，地域の医療機関や教育機関の皆様，来談者の皆様，そして院生の皆さ
んに厚く御礼申し上げます。本専攻は平成21年度に日本臨床心理士資格認定協会から臨床心理士養成第
一種指定大学院として認定を受けました。歴代の修了生は医療場面や教育場面で心理士，相談員，スク
ールカウンセラーなどとして，鳥取県内にとどまらず多様な場面や地域で活躍しています。
　本年度は，世界的に流行した感染症の影響を受け，予防の観点などから臨床活動に試行錯誤しながら
工夫を加える必要が多々ありました。そのような中で行なった臨床活動の片鱗が本誌に掲載されている
論文から伺えます。
　専攻として臨床心理士と公認心理師の養成両方に対応したカリキュラム準備が必要ですが，臨床活動
の重要性には変わりはありません。今後も何卒かわらぬご指導とご鞭撻を賜りますようどうぞよろしく
お願い申し上げます。
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